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館内設置のトキ募金箱の報告 

令和 6 年 12 月～令和 7 年 3 月 5,881 円 累計 335,785 円 

皆様の善意に深く感謝いたします。今後とも御協力をお願いします。 

愛鳥センターＨＰ 

ＱＲコード 

 

表紙の写真  クマタカの収容と放鳥 

  

 

つぴまる 

新潟県愛鳥センター紫雲寺さえずりの里 

開館時間：午前 9 時～午後 4 時 

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日） 

〒957-0231 新発田市藤塚浜海老池 

Tel：0254-41-4500 Fax：0254-41-4501 

HP：https://www.pref.niigata.lg.jp/site/aicho/ 

E-mail：aicho-center@pref.niigata.lg.jp 

ホームページもチェックしてね 

令和７年１月９日に十日町市八箇控木地内の道路で保護され、1 月 10 日に愛鳥センターへ

収容されました。 

右翼肘部と口腔内に出血があり、起立困難であることから衝突が原因と思われました。 

１日安静にし、２日目から給餌（さし餌）を行いました。1 日平均 100g（鶏肉、レバー、

ヒヨコ）を与えました。順調に回復したため、飼育舎へ移し飛行を確認後、１月 20 日に放鳥

しました。 

自然翼長：478ｍｍ 尾長：310ｍｍ ふしょ長：118ｍｍ 体重（収容時）：2200g  

 令和６年 12月１日～令和７年３月 31日までの収容数は、鳥類 19種 31羽、獣類 0種 0頭で、昨年度

の同時期（鳥類 37 羽、獣類 0 頭）と比べ鳥類は減少した。（※2024 年 11 月 5 日～12 月 10 日は鳥イン

フルエンザの防疫対策のため収容不可） 

〈特記事項〉クマタカ 

平成 26年収容以来、8例目。詳しくは表紙をご覧ください。 

最初は立ち上がることが

できず、座っていました 

しっかり立てるようになり

飼育舎へ 

収容から 10日で 

無事放鳥できました 

収容

NO.
種類

11月末

収容数
収容数 放鳥獣

譲渡

返還
死亡

3月末

収容数

収容

NO.
種類

11月末

収容数
収容数 放鳥獣

譲渡

返還
死亡

3月末

収容数

フクロウ 1 1

1 コハクチョウ 3 7 2 1 4 3 12 カワセミ 1 1 0

2 オナガガモ 1 1 0 13 チョウゲンボウ 6 1 2 5

3 コガモ 2 2 0 ハヤブサ 1 1

ヤマドリ 1 1 オナガ 1 1

アオバト 2 2 ハシボソガラス 3 3

ムナグロ 1 1 0 14 ヒヨドリ 1 2 2 1

4 ミツユビカモメ 1 1 0 15 ウグイス 1 1 0

ウミネコ 4 4 16 トラツグミ 3 2 1 0

5 オオセグロカモメ 1 1 0 17 ツグミ 1 1 0

6 ゴイサギ 1 1 1 1 18 スズメ 1 1 0

アマサギ 1 1 0 19 ホオジロ 1 1 0

7 ダイサギ 1 1 0 ドバト 1 1

8 クマタカ 1 1 1 1 43 31 10 1 23 40

9 トビ 11 3 2 2 10

サシバ 2 2 0

10 ノスリ 2 1 1 2 0 0 0 0 0 0

11 オオコノハズク 1 1 43 31 10 1 23 40

（鳥類）

小計

（獣類）

小計

合計

※2024年 11月 6日～12月 10日は鳥インフルエンザの防疫対策のため臨時休館 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/aicho/
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7月～10月イベント案内 

1月～3月イベント報告 

○標本作製講習会 県立自然科学館共催 

日時：7月 13日（日）9：45～16：45 

場所：県立自然科学館 定員：10名 

対象：高校生以上 参加費：入館料のみ必要 

申込みは自然科学館へ（025-283-3331） 

○昆虫観察会 

日時：7月 20日（日）9：00～11：00 

場所：愛鳥センター 定員：20名 

○工作教室（消しゴムはんこ） 

日時：8月 2日（土）13：30～15：00 

場所：愛鳥センター 定員：20名 

対象：小学校高学年以上 

持ち物：道具は用意していますが、デザインカッタ

ー、彫刻刀があればお持ちください。 

○巣箱作り教室 

日時：①8月 16日（土）13：30～16：00 

   ②8月 17日（日）13：30～16：00 

場所：愛鳥センター 定員：8組 

対象：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

持ち物：道具は用意していますが、使い慣れたかなづ

ち、のこぎりなどがあればお持ちください。 

 

○シギ・チドリ観察会 

日時：9月 7日（日）7：00～9：00 

場所：網代浜（聖籠町） 定員：20名 

集合：海のにぎわい館駐車場（海側） 

○愛鳥センターバードウォッチング② 

日時：9月 27日（土）9：00～10：30 

場所：愛鳥センター 定員：20名 

○清潟探鳥会 

日時：10月 19日（日）9：00～11：00 

場所：清潟公園（新発田市） 定員：20名 

○講座 めざせ調査員！鳥の鳴き声勉強会（秋） 

日時：10月 25日（土）9：00～11：00 

場所：愛鳥センター 定員：10名 

対象：小学校高学年以上で、野鳥の野外調査に興味が

ある方。中級者向け。 

参加費はすべて無料です。イベントの詳細はホームページで

ご確認ください。 

 

2 階にて開催します。開館時間中自由に見学できます。 

★令和７年度愛鳥週間用ポスター原画コンクール新潟県大会入賞作品展 

＆春季特別展「トキとくらしていくために」 

５月 10日（土）～7月 6日（日） 

★夏期特別展「鳥の羽」 7月 12日（土）～9月 15日（月・祝） 

羽のつくりや機能などについて詳しく紹介するほか、収蔵している羽の標本も展示します。 

★令和８年度愛鳥週間用ポスター原画コンクール新潟県大会入賞作品展 

9月 20日（土）～10月19日（日） 

◆足跡ウォッチング 

日時：令和 7年 1月 19日（日）9：00～11：00 

場所：愛鳥センター周辺 

参加者：4名 天気：晴れ 

積雪の状態がちょうどよく、キジ、シロハラ、タヌ

キ、ウサギなど、たくさんの足跡が見られました。 

特
別
展 

申込み方法 

住所・氏名・電話番号・年齢を明記して、電話、 

はがき、FAX、E-mailでお申し込みください。 

7月 1日より申込み受付けを開始します（標本

作製講習会は 6月 1日より県立自然科学館へ） 

イベント報告の詳細はホームページに掲載しています。 

◆愛鳥センターバードウォッチング③ 

日時：令和 7年 3月 9日（日）9：00～10：30 

場所：愛鳥センター周辺 

参加者：9名 天気：曇り 観察種：19種 

ホオジロのさえずる姿や、北上しているコハクチョウの群

れなどが見られました。 

 

新しい職員からのごあいさつ 

愛鳥センターに勤務することになりました青木と申します。 

私は子供の頃から生き物に興味があり、野でいろいろな生き物

を探したり、採集、飼育したりしてきました。野鳥についてもも

ちろん興味はありましたが、今までは遠くから見ているくらいの

経験しかありませんでした。 

この度、仕事として野鳥に直接関わることになり、初めての体

験や新しい発見で毎日充実しています。これから野鳥に関わる知

識を深めていくと共に、野生鳥獣の救護や保護啓発に勤めて参り

ます。どうぞ宜しくお願いします。 

愛鳥センターでは私よりちょっと

先輩のオオコノハズク 

青木 雄治 

鳥インフルエンザの対策の臨時休館により令和 6年度冬季特別展の展示

期間が短かくなったため、春季特別展として再展示しています。 

4 月から愛鳥センターに配属となりました彌榮と申します。 

入庁 2 年目です。他県や新潟県庁１年目では主に家畜衛生分野に

従事していました。 

幼い頃から自然や野生動物に興味があり、環境分野の業務に携

わることができ大変嬉しく思っております。 

小学生の頃に双眼鏡や写真集をプレゼントされてから野鳥に興

味を持ち、周囲に豊かな自然があった大学時代には探鳥に夢中に

なりました。今でも休日に身近な場所で探鳥を楽しんでいます。

職場の周辺も素敵な場所です！ 

救護の分野は全くの素人であり、日々、周囲の方々に教えてい

ただきながら学んでいるところです。知識や技術を身に付け、お

役に立てるよう努力していきたいと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

彌
み

榮
え

 麻衣子 

好きな鳥       

フクロウとクロツグミ 

憧れの鳥（いつか出会いたい）       

シマアオジとカツオドリ 

 令和 7年 2月 8日に三条市で保護され、2 月 10 日に愛鳥センターへ収容され

ました。衝突が原因と思われ、左肘の関節に異常がありました。とまっている状態

でも翼が外向きに少し開いてしまう状態でしたが、飛行はできたため、飼育舎に移

し、しばらくリハビリしました。問題なく飛んでいたので、2 月 28 日に放鳥しま

した。 

 野鳥は骨折などのケガを負った場合に、自然治癒してそのまま生活しているもの

もいます。骨が変形していても、それに適応して長く生活していたと思われる事例

もあり驚かされます。この個体も、たくましく生き延びていってほしいです。 

クマタカに続き大型の猛禽類を放鳥できたことは幸いでした。 

ノスリの収容と放鳥 
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１日安静にし、２日目から給餌（さし餌）を行いました。1 日平均 100g（鶏肉、レバー、

ヒヨコ）を与えました。順調に回復したため、飼育舎へ移し飛行を確認後、１月 20 日に放鳥

しました。 

自然翼長：478ｍｍ 尾長：310ｍｍ ふしょ長：118ｍｍ 体重（収容時）：2200g  

 令和６年 12月１日～令和７年３月 31日までの収容数は、鳥類 19種 31羽、獣類 0種 0頭で、昨年度

の同時期（鳥類 37 羽、獣類 0 頭）と比べ鳥類は減少した。（※2024 年 11 月 5 日～12 月 10 日は鳥イン

フルエンザの防疫対策のため収容不可） 

〈特記事項〉クマタカ 

平成 26年収容以来、8例目。詳しくは表紙をご覧ください。 

最初は立ち上がることが

できず、座っていました 

しっかり立てるようになり

飼育舎へ 

収容から 10日で 

無事放鳥できました 

収容

NO.
種類

11月末

収容数
収容数 放鳥獣

譲渡

返還
死亡

3月末

収容数

収容

NO.
種類

11月末

収容数
収容数 放鳥獣

譲渡

返還
死亡

3月末

収容数

フクロウ 1 1

1 コハクチョウ 3 7 2 1 4 3 12 カワセミ 1 1 0

2 オナガガモ 1 1 0 13 チョウゲンボウ 6 1 2 5

3 コガモ 2 2 0 ハヤブサ 1 1

ヤマドリ 1 1 オナガ 1 1

アオバト 2 2 ハシボソガラス 3 3

ムナグロ 1 1 0 14 ヒヨドリ 1 2 2 1

4 ミツユビカモメ 1 1 0 15 ウグイス 1 1 0

ウミネコ 4 4 16 トラツグミ 3 2 1 0

5 オオセグロカモメ 1 1 0 17 ツグミ 1 1 0

6 ゴイサギ 1 1 1 1 18 スズメ 1 1 0

アマサギ 1 1 0 19 ホオジロ 1 1 0

7 ダイサギ 1 1 0 ドバト 1 1

8 クマタカ 1 1 1 1 43 31 10 1 23 40

9 トビ 11 3 2 2 10

サシバ 2 2 0

10 ノスリ 2 1 1 2 0 0 0 0 0 0

11 オオコノハズク 1 1 43 31 10 1 23 40

（鳥類）

小計

（獣類）

小計

合計

※2024年 11月 6日～12月 10日は鳥インフルエンザの防疫対策のため臨時休館 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/aicho/

